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本年度の全国学力・学習状況調査の結果及び考察について概要をまとめましたので、２回に分けてお伝えいたします。 

調査は４月 18日（木）に実施されました。内容は国語・算数と児童質問紙でした。目的は、調査結果を基に、児童の学力や

学習状況を把握・分析し、教育活動の成果や課題を検証し、指導改善（主に授業改善）に役立てることにあります。 

主な結果及び考察とともに新たな傾向として出題された設問や本校の児童にとって弱みではないかと考察した設問等もご紹

介します。今後の参考としてご一読いただければ…と思います。 

 なお、全国学力・学習状況調査の調査項目や結果等：詳細については、令和６年度全国学力・学習状況調査で検索いただけ

ます。ホームページでご確認ください。 

今年度の６年生の結果に現れた成果や課題を踏まえ、各学年の教育活動（主に授業）との関わりを学校全体で検証し、今後

の教育活動に生かしていきたいと考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

〇概ね、国や県の正答率と同等の結果が見られました。 

△長文を読み、出題者の意図（問い）に沿って、話の中心を捉えて解答すること、自分の考えをまとめ   

て文や文章を整えることなどにおいては課題が見られました。 

【正答率が国や県の平均値を上回ることができた設問】 

３二（２）〈設問の概要〉【話し合いの様子】中心となる登場人物が【物語】の何に着目したのかについて説明したものを適切

に選択する⇒人物像を具体的に想像することができるかどうかをみる。                                  

《正答率が国や県の平均値と比較して大きく課題の見られた設問》 

１一〈設問の概要〉【学校の取組を紹介する内容をどのように整理したのかについて説明したものとして、適切なものを選択す

る】目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、伝え合う内容を検討することができるかどうかをみる。 

１二(１)〈設問の概要〉【オンラインで交流する場面において、話し方を変えた理由として適切なものを選択する】話し言葉と

書き言葉との違いに気付くことができるかどうかをみる。 

２一(１)〈設問の概要〉【文章に書くことを決めるために、どのように考えたのかについて説明したものとして適切なものを選

択する】目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討することができるかどうか

をみる。 

３一〈設問の概要〉【一文の中の述語の主語として適切なものを選択する】文の中における主語と述語との関係を捉えることが

できるかどうかをみる。 

３二(１)〈設問の概要〉【どのように話すか迷っていると考えられるところとして適切なものを選択する】登場人物の相互関係

や心情などについて、描写を基に捉えることができるかどうかをみる。 

３三〈設問の概要〉【物語を読んで、心に残ったところとその理由をまとめて書く】人物像や物語の全体像を具体的に想像した

り、表現の効果を考えたりすることができるかどうかをみる。 

 

 今年度の長文読解問題では物語文が出題されました。設問３(裏面で紹介)です。具体的には、

原さんが「オニグモじいさんの朝ごはん」という題名の物語（５ページ程度）を読んで、同じ

物語を読んだ島さんと話し合ったあと、心に残ったところとその理由をまとめる（60字～100字）という設定の設問でした。 

この設問では、登場人物の相互関係や心情を描写を基に捉えて、人物像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりす

ることで、心に残ったところとその理由についてまとめることが求められていました。 

特に、設問３三では、【話し合いの様子】を受けて、【物語】を読んで、心に残ったところとその理由について、【物語】か

ら言葉や文を選んで、条件に合う字数でまとめることができるようにといったねらいが込められていました。 

人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりするためには、登場人物の行動や会話、様子な

どを表している複数の叙述（順を追って文章で書かれたもの）を結び付け、それらを基に登場人物の性格や考え方を総合し

て判断したり、想像した人物像や全体像と関わらせながら、様々な表現が読み手に与える効果について自分の考えを明らか

にしたりするができるのかということについての検証でした。⇒この設問については無解答率が高くなりました。 

そこで、今回は、裏面にて設問３を紹介します。学校では課題を共有しました。小学６年生でこの設問に答えられる国語の力

が身に着くようにするには、各学年で大事にしたい学習は何かを考えて、指導に生かしていきたいと話し合いました。ご家庭でも

話題にしていただければ…と思います。 

また、設問３四は、学力調査で初めて取り上げられた内容でした。読むことの学習が日常的な読書活動に結び付くようにという

ねらいが込められたものでした。読むことに関しては、外部講師の読み聞かせ指導を軸とし、読書習慣の定着に取り組み、家庭生

活の時間の中でも、自分の将来設計に向けた個別最適な学習、学びへの意欲が向上していくように支援していきたいと思います。 
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国 語 

課題・今後に向けて… 



〇算数の基本的な問題(立式、図形の見方等)の理解は概ね国や県と同様または高い定着度でした。   

特に速さについての学習の定着度は高いものでした。 

△除数が小数である場合の除法の計算、グラフの読み取りやデータの活用について課題がみられました。 

実用的な場面に関する設問において、文書題の内容（ねらいや意図）を理解して、関連する数値を整理し、活用して表現すること

に課題がみられました。算数的な課題というよりは国語的な課題が見られるといったものでした。 

【正答率が国や県の平均値を上回ることができた設問】 

１（１）〈設問の概要〉【問題場面の数量の関係を捉え、持っている折り紙の枚数を求める式を選ぶ】問題場面の数量の関係を捉

え、式に表すことができるかどうかをみる。 

１（２）〈設問の概要〉【はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚としたときの、問題場面を表す式を選ぶ】数量の関係を、□を用

いた式に表すことができるかどうかをみる。 

２（２）〈設問の概要〉【除数が１/10になったときの商の大きさについて正しいものを選ぶ】除数が小数である場合の除法におい

て、除数と商の大きさの関係について理解しているかどうかをみる。 

３（３）〈設問の概要〉【直径22㎝のボールがぴったり入る箱の体積を求める式を書く】球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関

係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表すことができるかどうかをみる。 

３（４）〈設問の概要〉【五角形の面の数を書き、そのわけを底面と側面に着目して書く】角柱の底面や側面に着目し、五角柱の面

の数とその理由を言葉と数を用いて記述することができるかどうかをみる。 

４（２）〈設問の概要〉【３分間で180ｍ歩くことを基に、1800ｍを歩くのにかかる時間を書く】速さが一定であることを基に、道の

りと時間の関係について考察できるがどうかをみる。 

４（３）〈設問の概要〉【家から学校までの道のりが等しく、かかった時間が異なる二人の速さについて、どちらが遠いかを判断

し、そのわけを書く】道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できるか

どうかをみる。 

４（４）〈設問の概要〉【家から図書館までの自転車の速さが分速何ｍかを書く】速さの意味について理解しているがどうかをみる。 

《正答率が国や県の平均値と比較して課題の見られた設問》 

３（１）〈設問の概要〉【作成途中の直方体の見取図について、辺として正しいものを選ぶ】直方体の見取図について理解し、かく

ことができるかどうかをみる。 

５（２）〈設問の概要〉【示されたデータから、1960年代のＣ市について、開花日が３月だった年と４月だった年がそれぞれ何回あ

ったかを読み取り、表に入る数を書く】簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出して、落ちや重なりがないよう

に分類整理することができるかどうかをみる。 

５（３）〈設問の概要〉【折れ線グラフから、開花日の月について、３月の回数と４月の回数の違いが最も大きい年代を読み取り、

その年代について３月の回数と４月の回数の違いを書く】折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまるように

言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる。 

今年度、概ね国や県と同様の定着度でしたが、図形とデータ活用において課題が見られました。 

設問３（１）は、図形の認識を問われるものでした。コグトレの取組（昨年度より実施）が生ま

れるきっかけとなった内容と同様のものでしたが、その定着度は十分なものではありませんでし

た。今後もコグトレで認知力を高め、平行・垂直の用語理解、展開図の作図等を通じて空間認識力を向上していきたいと

思います。次に、設問５２・３については、設問（目的）に応じて、文章や表、グラフ等から必要なデータを取り出して、分

類整理するといった力を算数だけでなく、他教科や様々な活動を通じて向上していきたいと思います。※設問の掲載について

は、紙面の都合により、第２弾の裏面に掲載しましたので、ご確認ください。 

  

算 数 

課題・今後の取組… 

解 答         

３（１）４ 

 
裏面：国語 設問３ 二・三・四（一は省略） 



 

裏面に続く 

 



 


